






県内企業で活躍できる
工学系イノベータの育成

　三重県の製造業は戦前、繊維業がリードし、四日市の石油コンビナートと輸送用機械工業の進出により重
化学工業にシフトしてきました。その後、自動車や電気機械等の加工組立型工業の進出、最近ではIT産業の
進展に伴う半導体や液晶の先端技術型工場の立地が新たな活力を生み出しています。
　このうち輸送用機械は、生産の海外シフト進展によって県内での生産能力の維持が課題となり、家電の
部品製造や下請けが中心である電子部門の電気機械は、国内消費の低迷や親企業の海外生活シフトの影
響で製造が伸び悩んでいましたが、近年は大
企業の進出もあって年々製造出荷額は伸び
ています。
　このような経済状況の中で、県内の中小企
業は事業を拡大発展させていくために、特に
以下の課題※1に早急に対応していくことが重
要です。

工学系
研究人材の
育成

1.研究開発機能の強化、起業化の促進
2.多様な人材の集積・育成・確保
3.企業活動の情報化

※１三重県の地場産業
三重県農水商工部科学技術・地域資源室ホームページより抜粋

　私は大学卒業後、将来の帰郷を誓い、自分を磨くために東京で働いていました。６年後に運良くUター
ン就職できましたが、東京に居ながら三重県の転職先を探すのに苦労しました。
　株式会社アーリー・バード設立後、自社でも２名のUターン就職者を採用しましたが、業として「より多くの
三重県へのUターン就職を支援したい」と思いはじめました。そんな時、「イノベータ養成のためのサンド
イッチ教育」事業との連携の機会をいただくことができ、本格的な準備に着手しました。
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「ウェルネスの旅」

県内製造業の現状とこれからの課題

Ｕターン就職支援への思い

「ウェルネスの旅」

　4月から、三重大学キャンパス・インキュベータ内で「イノベータ養成のためのサンドイッチ教育」事業と
連携し、「みえU・Iターン特化型人材紹介業」を始めます。
　本事業は、三重県出身の県外就労者に向けた、県内企業へのUターン就職に特化した人材紹介業
です。ターゲットが絞られていますので、県内の高校・高専・大学の同窓会組織を経てアプローチするこ
とで広告経費が抑えられる点が特徴です。それを低い人材紹介手数料に反映させます。
　また、この養成事業との連携により、本事業単独では容易ではない博士課程修了者へのアプローチ
が可能になります。さらに、この養成事業における数カ月間のインターン期間は、求人企業と求職者との
十分なお見合い期間と言え、これによりミスマッチを減らすことができます。
　今後、県内企業の活性化と三重県の少子高齢化の歯止めのために精進しますので、宜しくお願いし
ます｡

みえU・Iターン特化型人材紹介業とは

　「イノベータ養成のためのサンドイッチ教育」は、大学院地域イノベーション学研究科と連動させた取り組
みです。若手研究者等を対象に最大１年間の任期付きで「三重大学プロジェクト研究室・特任研究員」とし
て採用し、地域イノベーション学研究科の特色である「実社会プロジェクト」を通じたサンドイッチ教育を実
施します。
　現在は、ホビーロボット・サービスロボットを開発製造する「株式会社 グローバックス（ロボット専門店
ROBOBASE）」（桑名市）、金型や部品を事業主体とする「三重金属工業株式会社」（津市）といった、地域
で地道に事業活動に取り組んでこられた企業と共に、新規事業の探索とイノベータの公募を行っています。
企業と大学が共同研究を推進しながら若手研究者を育成し、企業にとっての中核人材として活躍してもらう
仕組みを立ち上げていこうと活動しています。

地元企業とともに地域産業活性化をめざす、
工学系イノベータ候補者を募集

株式会社アーリー・バード
〒516-0011 三重県伊勢市一色町1500番地4
TEL : 0596-20-0170

【主力事業】
経営コンサルティング及び教育研修、国際ビジネス、観光まちづくり、着地
型旅行企画、特産品開発支援等。
旅行代理店（商号：いとしの旅舎）、行政書士法人、特産品販売所運営。

三重大学と、島の旅社、鳥羽市、アーリー・バード（いとしの
旅舎）が共同研究を重ねて実現した糖尿病や生活習慣病
が気になる方のための健康ツアーを、2008年より毎年、春
秋に開催。
離島ウォーキングと管理栄養士監修の食事を楽しみなが
ら、同行する三重大学の専門家から生活習慣病に関する
アドバイスが聞ける。

株式会社アーリー・バード代表取締役 三田泰久

キャンパス・インキュベータで、
Uターン就職支援事業開始！
キャンパス・インキュベータで、
Uターン就職支援事業開始！

U・Iターン就職支援

アーリー・バード×
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 湿式微粒化装置▶

低分子コラーゲンの場合
分子量が1000以下と小さく、体内でもスムーズに吸収しやすい。

吸収率が上がる分、体内で合成されやすい。

【図１】 腸管での吸収の仕組み

通常のコラーゲンの場合
分子量が20万前後と大きく、なかなか吸収されにくい。

腸管 腸管

http://www.daisanbank.co.jp/

第三銀行l 検索

見たこともない
商品づくりに向けて

「ナノテク」でこれからの時代をリードする

研究会のこれからの取り組み

吉田機械興業株式会社 （三重県桑名市）

三重大学×第三銀行

農水商工連携を前提とした新製品マーケティング研究会
　三重大学と第三銀行では、農水商工連携や地域資源活性化の動きの中から生み出される
新しい商品を研究会の中で検討し、さらにレベルアップした商品づくりの研究をしています。
この研究会では、商品開発の切り口を定期的に検討・研究し、
他地域と差別化できる地域の農水産物を使った新しい加工食品を開発することで「地域おこし」を目指しています。
今回は、商品づくりの力強いパートナーともなる、吉田機械興業株式会社が開発した「湿式微粒化装置」をご紹介します。

Ｑ１ ナノテクとは、いったい何ですか。
A１ 簡単に言うと、物質を小さくすることです。
　１ミリメートルの千分の1が1ミクロン、さらにその
千分の１が“ナノ”と言われる領域です。水や溶剤
などに溶けている物質を小さくするのが私たちの
仕事です。

Ｑ２ どのようなところで使われているのですか。
Ａ２ 食品、化粧品、医薬品、半導体材料など、
様々なところで使われています。
 例えば食品であれば、大きな物質は体に吸収さ
れるのに時間がかかってしまいますが、ナノの領
域まで小さくしたものは、素早く吸収されます。コ
ラーゲンやコエンザイムQ10なども、当社の装置で
処理すると、細かくなって水に分散しやすくなり、
身体への吸収がされやすくなります。【図１】

　豆乳や青汁のよう
に粒が大きくザラザラ
した食感があり、ちょっ
ぴり癖のある飲み物を
当社の装置にかけると
粒の感じがなくなり、サ
ラサラで飲みやすくな
ります。

Q３ 他の製品とは、どのような違いや特徴があ
りますか。
Ａ３ メディアを使用せずに、溶液を超高速で衝
突させることによって微粒化します。 
　これまで、微粒化するのに使用されている装置
と言えば、石臼のように擦り合わせるタイプや、
ボールをぶつけるタイプなどのメディアを使用する

農水商工連携を前提とした新商品マーケティング研究会は、三重県内だけでなく県をまたいだ農水商工連携にま

で高めて、新商品開発を行っていきます。

さらに今後、様々な企業などへ商品化を提案していきたいと考えており、「見たこともない商品づくり」の試みを広げ

ていきたいと思っています。

平成21年４月20日、三翠会館において内田淳正学長、（株）第三銀
行伊藤準一頭取をはじめ関係者の出席のもと、相互の発展と地域社
会への貢献を目的として「地域産業の活性化」、「地域資源の活用」、
「学術的活動の推進」、「人材交流・育成」を協働して進めるため、標記
包括協定を締結しました。具体的な活動の一つとして「農水商工連携
を前提としたマーケティング研究会」（代表：渡邊明名誉教授）が設置
されました。

手法が主流でした。しかし、当社のナノテク技術
を駆使した湿式微粒化装置は、溶液を衝突させ
るタイプで、メディアは一切使用しません。ですか
ら、微粒化処理したときの、汚れの混入（コンタミ）
を限りなくゼロに近づけることができます。
　衝突する溶液の速度は最大で290m/s、音速
の0.8倍。この煩雑に乱れた流れを作り出すことこ
そが、弊社装置の根幹、ミソの部分と言えます。
瞬間的に生じる圧力は最大で200MPaで大気圧
の2,000倍にも達します。きっと大きな機械を想像
されるかと思いますが、卓上タイプでちょっと大き
な電子レンジくらいの装置です。
　この装置は、物質に与えるエネルギーをコント
ロールすることができるので、物質の結晶構造
を保ったまま、溶液に分散させることも可能で
す。強い圧力を与えても、物質が木端微塵に壊

れてしまうという心
配はありません。

Ｑ４ ナノテクに興味をもたれた方に向けて、メッ
セージをどうぞ。
Ａ４ “ナノテク”でこれからの時代をリードする
当社のホームページをご覧ください！
　弊社は、お客様と様 な々議論をしながら話を進め
るのが大好きな会社です。農水商工マーケティング
研究会や、みえ食発・地域イノベーションにも参画さ
せていただき、ネットワークを拡大しています。
　微細化できなくて困っていらっしゃる食品メーカー
の方、分散・混合に困っていらっしゃる半導体メー
カーの方等々のご連絡をお待ちしています。

吉田機械興業株式会社　http://www.yoshidakikai .co.jp

第三銀行は地域活性化への貢献を目指しています。
【お問合せ】第三銀行営業統括グループ　法人ソリューションチーム

担当：東、青山　TEL0598-25-0345

農水商工連携を前提としたマーケティング研究会事務局アドレス
http://www2.innov.mie-u.ac.jp/daisan/

農水商工学連携を前提としたマーケティング研究会とは
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三重大学キャンパス・インキュベータ 
http://www.crc.mie-u.ac.jp/incu/indexi.html 

三重大学全学シーズ集
http://www.crc.mie-u.ac.jp/seeds/
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今号は、「地域資源を活かした産学官連携-沖縄編-」「地域を活かす、

地域で活かすプロジェクト」という２つのテーマを特集しました。今回

取り上げた沖縄県では、健康、バイオ、IT、観光といった地域特性・資

源を活用し、強みがある分野に力を集中させて地域産業の活性化を行

っています。三重県でも、大学と企業が連携して地域産業界の中核人

材を育成するプロジェクトやUターン支援の取り組みが動き出していま

す。三重県が元気になる予感がします。 （鈴）

［表紙写真］沖縄県南部のサト
ウキビ畑の風景。収穫のまっ最
中で、サトウキビの穂先は刈り
取られています。

編集後記

？ 

解けない問題

新たな発想

受託研究

アドバイスが必要

互いのアイディア、
ノウハウ、設備等
の共有が必要

大学の持つ、特殊
な設備やノウハウ
が必要

・問題解決
・研究開発テーマ
 発見

・実験、調査などの
 結果

・新製品
・ノウハウ
・知的財産
・人材育成

三重大学との産学官連携による研究開発の基本的な流れ

？ 

！ 

？ 

共同研究

技術相談

産学官連携を進めるために
本学の利用方法

三重大学との連携産学官連携の
きっかけ

コーディネーター
による面談

産学官連携の
総合窓口

連携で得られるもの産学官連携
コーディネーター

社会連携研究
センター

産学官連携のノウ

ハウと、専門知識

を持ち、問題や得

たい成果・結果に

応じた連携の方針

を立案します。 

 

産学官連携の総合

窓口となり、関係

機関と連携して、

産学官連携を推進

しています。 

 

　「みえ産学官研究交流フォーラム2010」が、「リーディング産業展みえ

2010」と同時開催されました。県内の大学、高専、公設試験場、支援機関が

一同に集まり、教育・研究の成果や社会貢献の取り組みを紹介しました。

今年度のMip特許塾（全8回）が終了いたしました。講師の熱い語り口

に、参加者からは鋭い質問やときには笑いも起こり、講義終了時に

は講師に向けて大きな拍手が送られていました。

一同に集まり、教育・研究の成果や社
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